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G3-PLCアドホックSWG設立の背景 

マルチメディア相互接続試験実施連絡会           
ホームネットワーク接続WG直下のSWG 
– 2013年07月19日に設立 

 
 TTC標準JJ-300.11の相互接続性の確保を目的 

– ECHONET Lite向け ホームネットワーク通信インタフェース
（ITU-T G.9903 狭帯域 OFDM PLC） 
 

 HEMS・スマートメーター間（Bルート）の相互接続 
– 国内スマートメーターの展開 
– 相互接続・認証体制の補完 

 

参加メンバー 
– 機器・部品メーカー、測定器メーカーなど11社 



HEMS-スマートメーター（Bルート）運用 
ガイドラインにおける TTC JJ-300.11の位置づけ 
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出所：経済産業省 第3回スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会 （平成25年5月15日） 
   HEMS-スマートメーター(Bルート)運用ガイドライン［第1.0版］ 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf 

平成25年2月21日制定 ［第1.0版］ 
TTC JJ-300.11: ECHONET Lite向け 
ホームネットワーク通信インタフェース 
（ITU-T G.9903 狭帯域 OFDM 
PLC） 
 
http://www.ttc.or.jp/jp/document
_list/pdf/j/STD/JJ-300.11v1.pdf 

(*). G.9903はG3-PLCアライアンスが 
推進するG3 PLCのITU規格 



G3-PLCアライアンスのBルートプロファイル 
認証プランとHATS SWGとの役割 

5 出所：平成25年6月25日 G3-PLC Tokyoセミナーより  

「Ｇ３－ＰＬＣ アドホックＳＷＧ 」 
 
本作業部会の成果であるテスト仕様については標準機関
(G3-PLCアライアンス、TTCなど）と共有する 
 
レイヤー１からレイヤー４の統合的な認証試験は認証機関に
おいて行われることが好ましいため、本SWGはJJ-300.11
のレイヤー３およびレイヤー４を含んだ認証テスト機関が決
まるまで（暫定的に期限を1年とする）のSWGとする 



G3アライアンス 認証（L1-L2） 
マイルストーン＜参考＞ 

テスト機関での認証の開始は4月からを
ターゲット 

出所：平成25年6月25日 G3-PLC Tokyoセミナーより  

この間のGAPを埋める役割 



活動方針概要 
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 TTC JJ-300.11に基づき、レイヤー３/レイヤー４の相互接続性確保のた
め、テスト仕様書の作成を行い、G3-PLCアライアンスのプロファイル認
証に向けた、JJ-300.11 レイヤー３/レイヤー４の試験を実施する。 
 

 本アドホックの成果としては、 JJ-300.11に基づく レイヤー３/レイヤー
４の相互接続試験実施要領書ならびに、相互接続試験とする。 
 

 テスト仕様・コンフィグについては標準機関(G3-PLCアライアンス、TTC
など）と共有する。 
 

 レイヤー１からレイヤー４の統合的な認証試験は認証テスト機関において
行われることが好ましいため、本アドホックSWGはJJ-300.11のレイヤー
３およびレイヤー４を含んだ認証テスト機関が決まるまで（暫定的に期限
を1年とする）のアドホックとする。 
 

 本アドホックは主査、副主査、参加登録委員、CIAJ、HATSで構成する。 



4月までの認証テストの分担 

11月 12月 01月 02月 03月 04月 

IOT of PHY + MAC + 6LowPAN using 
G3-PLC Alliance test tool 

IOT of UDP and IPv6 using HATS test 
tool 

G3-PLC Alliance IOT test report 

HATS IOT test report 

Interim G3-PLC 
certification report 

G3-PLC 
アライアンス 

HATS 

L3/L4テスト仕様策定 

PLCチップ（L1/L2/6LoWPAN） 
認証テスト (by チップベンダ） 

L3/L4認証テスト（by モジュール・製品ベンダ） 

G3-PLCアライアンスによる認定（認証） 

結果提出 結果提出 

「 certification for L3/L4 in a product over certified L1/L2 chip」 
• L1/L2/６LoWPANのテストはPLCチップベンダがレファレンスボー

ドを使用して実施 
• L3/L4のテストはHATSのテスト仕様に基づき、モジュール・製品ベ

ンダが認証取得済みのPLCチップを使用して実施 
• 機能テストのみ、パフォーマンステストは実施しない 



L3/L4テスト仕様（案）の構成 

２つのテスト仕様からなる： 
 

 インターオペラビリティテスト仕様 
–  HATS-M-107-V1.0 ： 

• （日）G3-PLC L3/L4相互接続試験実施要領 
• （英）G3-PLC L3/L4 Interoperability Test Procedure Manual 

 
 コンフォーマンステスト仕様 

– HATS-M-107.1-V1.0  
• （日）G3-PLC L3/L4相互接続試験実施要領 ANNEX 
• （英）G3-PLC L3/L4 Interoperability Test Procedure Manual ANNEX 

 
 テスト対象プロトコル 

– ICMPv6  
– Unicast（UDPを用いたECHONET Liteメッセージ） 
– Multicast（UDPを用いたECHONET Liteメッセージ） 



テスト環境（案） 
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G3-PLC 
ユニット 

（ＤＵＴ） 

操作卓 

A社G3-PLC 
ユニット 

B社G3-PLC 
ユニット 

試験シナリオ 

アンリツ殿試験機（ＴＥ） 
（パケットアナライザー） 

操作卓 操作卓 

アンリツ殿試験機（ＴＥ） 

L3/L4テスター 

G3-PLC L1/L2 
モジュール 

（認証チップ搭載） 

試験シナリオ 

インターオペラビリティテスト 

コンフォーマンステスト 

テストは「コンフォーマンステスト」→「インターオペラビリティテスト」の順に実施 



スケジュール 
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年月
実施推進部会

連絡会
G3-PLC アドホック

事務局
G3-PLC　アドホック 会合内容 相互接続試験

13 7月 第１回会合(7/19） キックオフ

13 8月 第2回会合　(8/28)
相互接続試験実施要領書案のレ
ビュー

13 9月 第3回会合　(9/18) 相互接続試験実施要領書最終案合意

13 10月 第4回会合　(10/18)
相互接続試験実施要領書の準備状況
共有

13 11月
審査、レビュー
(11/18)

・第１回　相互接続試験公募（1１月下旬）
・相互接続試験説明会　（1２月中旬）

第5回会合　(11/14)
相互接続試験実施要領書のSWG内
最終確認

13 12月 ・第2回　相互接続試験　公募（12月下旬） 第6回会合　(12月下旬)
接続試験ならびに相互接続試験実施
要領書の総括

・非公開プリテスト（12/2-3）
・第1回　相互接続試験イベント
　（12/24-25）

14 1月 ・相互接続試験説明会　（1月中旬）
・第2回　相互接続試験イベント
　（1月下旬）

14 2月 ・第３回　相互接続試験　公募　(2月下旬）

14 3月 ・相互接続試験説明会　(3月中旬)
・第３回　相互接続試験イベント
　(3月下旬)

相互接続試験開始に必要なマイルストーン 
☑ 10/3１ 実施要領書作成完 
☑ 11/08 G3-PLCレビュー回答受領 
☑ 11/13 レビュー対応完 
□ 11/15 G3-PLC承認完 
□ 11/18 HATS実施推進部会レビュー 
□ 11/20 レビュー対応完 
□ 11/21 HATS実施推進部会承認完 
□ 11/22 試験イベント公募 
□ 12/02 （非公開プリテスト） 
□ 12/24 第1回相互接続試験 



これまでの活動 

 第１回Ｇ３－ＰＬＣアドホックＳＷＧ開催（7/19） 
– 活動方針の共有と合意 
– 活動スケジュール 

 第２回Ｇ３－ＰＬＣアドホックＳＷＧ開催（8/28） 
– Ｇ３－ＰＬＣ Ｌ３/Ｌ４相互接続試験実施要領案の提示及び審議 

 第３回Ｇ３－ＰＬＣアドホックＳＷＧ開催（9/18） 
– Ｇ３－ＰＬＣ Ｌ３/Ｌ４相互接続試験実施要領案の更新及び審議 

 第４回Ｇ３－ＰＬＣアドホックＳＷＧ開催（10/18） 
– Ｇ３－ＰＬＣアライアンスとの打合せ結果共有 

• 認証を受けたＰＬＣチップを使用することで、製品認証向けテスト項目はＬ３，Ｌ４のみ実施することで合意 
– Ｇ３－ＰＬＣ Ｌ３/Ｌ４相互接続試験実施要領案の更新及び審議 

• インターオペラビリティだけでなくコンフォーマンスもテスト項目として追加 
– 試験スケジュールの更新 

• １２月より実施 
 第5回Ｇ３－ＰＬＣアドホックＳＷＧ開催（11/14） 

– 本日 
 
 
【今後の活動予定】 
 HATSセミナー2013 

– 一般講演 「G3-PLCアドホックSWGの活動について」（本日） 
 試験実施要領案の完成と相互接続試験イベントの実施 



まとめ 

G3-PLCアドホックＳＷＧは、 
 
L1-L4の相互接続性を確保するために、 
 
G3-PLCアライアンス、ECHONETコンソシーアムの認証テスト
体制で不足している 
 
L3-L4のテスト仕様の策定及びテストの実施 
 
を目的として設立。 
 
今月中にテスト仕様を完成させ、 
来月からのテスト実施を予定している。 
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